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第１回無担保転換社債型新株予約権付社債発行に関するお知らせ 

 

当社は、平成１８年３月７日開催の取締役会において、第三者割当による第１回無担保転換社債型新株

予約権付社債の発行を決議いたしましたので、その概要につき下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．社 債 の 名 称             株式会社ファルコバイオシステムズ第１回無担保転換社債型新株予

約権付社債（転換社債型新株予約権付社債間限定同順位特約付）（以

下「本新株予約権付社債」といい、そのうち社債のみを「本社債」、

新株予約権のみを「本新株予約権」という。） 

２．社 債 の 発 行 価 額             額面１００円につき金１００円 

３．新株予約権の発行価額             無償とする。 

４．新株予約権の発行価額の            

  算定理由（無償の理由）            

 本新株予約権は、転換社債型新株予約権付社債に付されたものであ

り、本社債からの分離譲渡はできず、かつ本新株予約権が行使される

と代用払込により本社債は消滅し、本社債と本新株予約権が相互に密

接に関連することを考慮し、また、本新株予約権の価値と、本社債の

利率、発行価額等のその他の発行条件により得られる経済的な価値と

を勘案して、その発行価額を無償とした。 

５．払込期日及び発行日             平成１８年３月２３日(木) 

６．募 集 に 関 す る 事 項              

（１）募 集 の 方 法            第三者割当の方法により、全額を野村證券株式会社に割り当てる。 

（２）発行価格（募集価格）            額面１００円につき金１００円 

（３）申 込 期 間            平成１８年３月２２日（水）から平成１８年３月２３日(木)まで 

（４）申 込 取 扱 場 所            野村信託銀行株式会社 本店 

７．新株予約権に関する事項              

（１）新株予約権の目的たる           

   株 式 の種類及び数           

 本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、その行使

請求（本項第(６)号に定義する。）により当社が当社普通株式を新た
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に発行しまたはこれに代えて当社の有する当社普通株式を移転（以下

当社普通株式の発行または移転を「交付」という。）する数は、行使

請求に係る本社債の発行価額の総額を本項第(３)号②記載の転換価

額（ただし、本項第(８)号または第(９)号によって修正または調整さ

れた場合は修正後または調整後の転換価額）で除して得られる最大整

数とする。この場合に１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨

て、現金による調整は行わない。 

（２）新株予約権の総数            各本社債に付された本新株予約権の数は１個とし、合計３０個の本新

株予約権を発行する。 

（３）行 使 時 払 込 金 額           

   及 び 転 換 価 額           

 ①本新株予約権１個の行使に際して払込をなすべき額は、本社債の発

行価額と同額とする。 

②転換価額は、当初１,３６８円とする。 

（４）行使時の払込金額（転           

換価額）の算定理由 

 本新株予約権付社債が転換社債型新株予約権付社債であることか

ら、新株予約権１個の行使に際して払込をなすべき額は本社債の発行

価額と同額とし、当初の転換価額は平成１８年３月７日の株式会社大

阪証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値とした。 

（５）新株の発行価額中の           

   資 本 組 入 れ 額           

 本新株予約権の行使により株式を発行する場合の当社普通株式１株

の資本組入額は当該株式の発行価額に０.５を乗じた金額とし、計算

の結果１円未満の端数を生ずる場合は、その端数を切り上げるものと

する。 

（６）行 使 請 求 期 間            本新株予約権付社債の社債権者は、平成１８年３月２４日から平成 

２０年３月１９日までの間、いつでも、本新株予約権の行使を請求す

ること（以下「行使請求」という。）ができる。 

（７）行 使 の 条 件           

 

 当社が第８項第(６)号②、③もしくは⑤により本社債を繰上償還する

場合または当社が本社債につき期限の利益を喪失した場合には、それ

ぞれ償還日または期限の利益の喪失日以後本新株予約権を行使する

ことはできない。当社が第８項第(６)号④記載の本新株予約権付社債

の社債権者の請求により本社債を繰上償還する場合には、本新株予約

権付社債券が第８項第(１３)号記載の償還金支払場所（以下「償還金

支払場所」という。）に提出された時以降、本新株予約権を行使する

ことはできない。また、各本新株予約権の一部行使はできないものと

する。 

（８）転 換 価 額 の 修 正            本新株予約権付社債の発行後、毎月第３金曜日（ただし、初回は平成

１８年４月７日とする。）（以下「決定日」という。）の翌取引日以

降、転換価額は、決定日まで（当日を含む。）の３連続取引日（ただ

し、終値（終値のない場合は、気配表示を含む。以下同じ。）のない

日は除き、決定日が取引日でない場合には、決定日の直前の取引日ま

での３連続取引日とする。以下「時価算定期間」という。）の株式会

社大阪証券取引所における当社普通株式の普通取引の毎日の終値の

平均値の９０％に相当する金額（円位未満小数第２位まで算出し、そ

の小数第２位を切り捨てる。以下「決定日価額」という。）に修正さ

れる。なお、時価算定期間内に、本項第(９)号で定める転換価額の調

整事由が生じた場合には、修正後の転換価額は、本新株予約権付社債
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の社債要項に従い当社が適当と判断する値に調整される。ただし、か

かる算出の結果、決定日価額が６８４円（以下「下限転換価額」とい

う。ただし、本項第(９)号による調整を受ける。）を下回る場合には、

修正後の転換価額は下限転換価額とし、決定日価額が２,０５２円（以

下「上限転換価額」という。ただし、本項第(９)号による調整を受け

る。）を上回る場合には、修正後の転換価額は上限転換価額とする。 

（９）転 換 価 額 の 調 整            当社は、本新株予約権付社債の発行後、当社が当社普通株式の時価を

下回る発行価額または処分価額をもって当社普通株式を発行しまた

は処分する場合（ただし、当社普通株式に転換される証券もしくは転

換できる証券または当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新

株予約権付社債に付されたものを含む。）の転換または行使による場

合を除く。）には、次に定める算式をもって転換価額を調整する。な

お、次式において、「既発行株式数」は、発行済当社普通株式数から、

当社の有する当社普通株式数を控除した数とする。 
 
  新発行・処分株式数×１株あたりの発行・処分価額                      
  既発行株式数＋                     

  時    価 
調整後転換価額＝調整前転換価額×                             

 既発行株式数 ＋ 新発行・処分株式数 
 
  また、当社は、当社普通株式の分割もしくは併合または時価を下回る

価額をもって当社普通株式に転換される証券もしくは転換できる証

券または当社普通株式の交付を請求できる新株予約権もしくは新株

予約権付社債を発行する場合等にも転換価額を適宜調整する。 

（10）消却事由及び消却条件            消却事由は定めない。 

（11）行使によって交付され           

   た株式の配当起算日           

 行使請求により交付された当社普通株式の配当金または商法第 

２９３条ノ５に定められた金銭の分配（中間配当金）については、行

使請求が９月２１日から３月２０日までの間になされたときは９月

２１日に、３月２１日から翌年９月２０日までの間になされたときは

３月２１日に、それぞれ当社普通株式の交付があったものとみなして

これを支払う。 

（12）行 使請求受付場所            名義書換代理人 住友信託銀行株式会社 証券代行部 

（13）代用払込に関する事項            商法第３４１条ノ３第１項第７号および第８号により、本新株予約権

を行使したときは、かかる行使をした者から、当該本新株予約権に係

る本社債の全額の償還に代えて当該本新株予約権の行使に際して払

込をなすべき額の全額の払込がなされたものとする旨の請求があっ

たものとみなし、かつ当該請求に基づく払込があったものとする。 

８．社 債 に 関 す る 事 項              

（１）社 債 の 総 額            金１５億円 

（２）各 社 債 券 の 金 額            金５,０００万円の１種 

（３）社 債 の 利 率            本社債には利息を付さない。 

（４）償 還 期 限            平成２０年３月２１日（金） 
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（５）償 還 価 額            額面１００円につき金１００円。 

ただし、繰上償還の場合は本項第(６)号②乃至⑤に定める価額によ

る。 

（６）償 還 の 方 法            ①本社債は、平成２０年３月２１日にその総額を償還する。 

②当社は、当社が株式交換または株式移転により他の会社の完全子会

社となることを当社の株主総会で決議した場合、本新株予約権付社

債の社債権者に対して、償還日から３０日以上６０日以内の事前通

知を行った上で、当該株式交換または株式移転の効力発生日以前

に、残存する本社債の全部（一部は不可）を額面１００円につき次

の金額で繰上償還することができる。 

平成１８年３月２４日から平成１９年３月２３日までの期間につ

いては金１０１円 

平成１９年３月２４日から平成２０年３月２０日までの期間につ

いては金１００円 

③当社は、本新株予約権付社債の発行後、その選択により、本新株予

約権付社債の社債権者に対して、毎月第１金曜日（ただし、第１金

曜日が銀行休業日にあたるときは、その前銀行営業日とする。）ま

で（当日を含む。）に事前通知を行った上で、当該月の第３金曜日

に、残存する本社債の全部（一部は不可）を額面１００円につき金

１０１円で、繰上償還することができる。 

④本新株予約権付社債の社債権者は、本新株予約権付社債の発行後、

その選択により、当社に対して、毎月第２金曜日（ただし、第２金

曜日が銀行休業日にあたるときは、その前銀行営業日とする。）ま

で（当日を含む。）に、事前通知を行い、かつ本新株予約権付社債

券を償還金支払場所に提出することにより、当該月の第４金曜日

に、その保有する本社債の全部または一部を額面１００円につき金

９９円で繰上償還することを、当社に対して請求する権利を有す

る。 

⑤本新株予約権付社債の発行後、平成２０年３月５日まで（当日を含

む。）の間のある５連続取引日（ただし、終値のない日は除く。）

の株式会社大阪証券取引所における当社普通株式の普通取引の毎

日の終値が第７項第（８）号に定める下限転換価額を下回った場合

には、当社は、当該５連続取引日の最終日の翌取引日から起算して

３取引日後の日まで（当日を含む。）に、本新株予約権付社債の社

債権者に対して事前通知を行った上で、当該５連続取引日の最終日

の翌取引日から起算して１０取引日後の日に、残存する本社債の全

部（一部は不可）を額面１００円につき金１００円で繰上償還する。 

⑥本号に定める償還すべき日が銀行休業日にあたるときは、その前銀

行営業日にこれを繰り上げる。 

⑦本社債の買入消却は、発行日の翌日以降いつでもこれを行うことが

できる。ただし、本新株予約権のみを消却することはできない。本

社債を買入消却する場合、当社は取得した本新株予約権につき、そ

の権利を放棄するものとする。 
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（７）社 債 券 の 様 式            無記名式とする。 

なお、本新株予約権付社債は商法第３４１条ノ２第４項の定めにより

本社債または本新株予約権のうち一方のみを譲渡することはできな

い。 

（８）担 保 の 有 無            本新株予約権付社債には物上担保および保証は付されておらず、また

本新株予約権付社債のために特に留保されている資産はない。 

（９）財 務 上 の 特 約            当社は、本新株予約権付社債の未償還残高が存する限り、本新株予約

権付社債発行後、当社が国内で今後発行する他の転換社債型新株予約

権付社債に担保権を設定する場合には、本新株予約権付社債のために

も担保附社債信託法に基づき、同順位の担保権を設定する。なお、転

換社債型新株予約権付社債とは、商法第３４１条ノ２に定められた新

株予約権付社債であって、商法第３４１条ノ３第１項第７号および第

８号の規定に基づき、新株予約権を行使したときに、当該新株予約権

付社債の社債権者から社債の全額の償還に代えて、新株予約権の行使

に際して払込をなすべき額の全額の払込がなされたものとする旨の

請求があったものとみなし、かつ当該請求に基づく払込があったもの

とする旨、取締役会で決議されたものをいう。 

（10）取 得 格 付            取得していない。 

（11）社 債 管 理 会 社            本新株予約権付社債は、商法第２９７条ただし書の要件を充たすもの

であり、社債管理会社は設置しない。 

（12）財 務 代 理 人  野村信託銀行株式会社 

（13）償還金支払事務取扱者 

 （償 還 金 支 払 場 所          ） 

 野村信託銀行株式会社 本店 

９．上 場 申 請 の 有 無             無し 

10．前記各項については、証券取引法による届出の効力発生を条件とする。 
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（ご参考） 

１．資金使途 

（１）調達資金の使途 

手取概算額 1,470 百万円は、全額を設備投資資金に充当する予定であります。 

なお、平成 18 年 2 月 20 日現在、設備投資計画は以下のとおりであります。 

 
投資予定金額 着手及び完了予定 

会社名 

事業所名 
所在地 

事業の種類別 

セグメントの名称 
設備の内容 総額 

（百万円）

既支払額

（百万円）

資金調達 

方法 
着手年月 完了予定 

年月 

完成後の

増加能力

当社総合 

研究所 

京都府

久世郡

他 

臨 床 検 査 事

業 及 び 周 辺

事業 

臨床検査機

器 564 155

借入金及び

自己資金 

平成 17 年 

10 月 

平成 18 年 

7 月 （注）１

当社熊本 

ラボラトリー 

熊本県

熊本市 
臨 床 検 査 事

業 及 び 周 辺

事業 

臨床検査機

器 276 10

借入金及び

自己資金 

平成 17 年 

10 月 

平成 18 年 

4 月  

チューリップ

調剤（株）他 

富山県

富山市

他 

調 剤 薬 局 事

業 

調剤薬局店

舗 94 83
借入金及び

自己資金 

平成 17 年 

10 月 

平成 18 年 

7 月  

当社東海中

央研究所 

名古屋

市守山

区 

臨 床 検 査 事

業 及 び 周 辺

事業 

建物、設備

及び臨床検

査機器 
2,000 ― 

調達資金 

及び借入金

平成 18 年 

7 月 

平成 19 年

7 月 （注）2 

（注）１ 計画完成後の生産能力は、第 18 期連結会計年度末とほぼ同程度の見込みであります。 

   ２ 計画完成後の当社研究施設の総生産能力は、第 18 期連結会計年度末に対し、125％程度となる見込

みであります。 

３ 金額には、消費税等を含んでおりません。 

     

（２）業績に与える見通し 

今期の業績予想に変更はありません。 

 

２．株主への利益配分等 

（１）利益配分に関する基本方針 

当社グループは、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しております。安定

的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、配当につきましても安定的な配当

の継続を業績に応じて行うことを基本方針としております。 

内部留保資金につきましては、検査設備の増強、合理化並びに成長分野である遺伝子検査事業を

はじめとした医療関連事業への投資などに活用し、株主資本利益率向上に取り組んでまいります。 

 

（２）過去３決算期間の配当状況等  

 平成１５年９月期 平成１６年９月期 平成１７年９月期 

１株当たり当期純利益            48.47 円 64.96 円 70.58 円 

１株当たり年間配当金            

（内１株当たり中間配当額） 

15 円 

（－） 

15 円 

（－） 

20 円 

(10 円) 

実 績 配 当 性 向            30.95％ 23.09％ 28.34％ 

株主資本当期純利益率            4.32％ 5.50％ 5.75％ 

株 主 資 本 配 当 率            1.25％ 1.21％ 0.78％ 
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（注）１．株主資本当期純利益率は、決算期末の当期純利益を株主資本（期首の資本の部合計と期末の資本の

部合計の平均）で除した数値であります。 

２．株主資本配当率は、年間配当金総額を株主資本（期首の資本の部合計と期末の資本の部合計の平均）

で除した数値であります。 

３.平成１７年９月期の１株当たり配当額は、東京証券取引所市場第二部上場記念配当２円を含んでお

ります。 

 

（３）過去３年間に行われたエクイティ・ファイナンスの状況等 

該当事項はありません。 

 

（４）過去３決算期間および直前の株価等の推移 

 平成１５年９月期 平成１６年９月期 平成１７年９月期 平成１８年９月期 

始 値      1,560 円 1,025 円 1,369 円 1,437 円 

高 値      1,600 円 1,750 円 1,490 円 1,540 円 

安 値      890 円 1,003 円 1,091 円 1,319 円 

終 値      1,022 円 1,371 円 1,434 円 1,368 円 

株価収益率  21.09 倍  21.11 倍  20.32 倍 －  

（注）１．平成１８年９月期の株価については、平成１８年３月７日現在で示しております。 

２．株価収益率は、決算期末の株価（終値）を当該決算期の１株当たり当期純利益で除した数値であります。 

 

３．その他 

（１）潜在株式による希薄化情報等 

今回のファイナンス実施により、直近の発行済株式総数（平成１８年３月７日現在）に対する潜

在株式数の比率は 10.00％になる見込みです。 

（注）潜在株式の比率は、今回発行する無担保転換社債型新株予約権付社債の新株予約権が全て当初の転

換価額で権利行使された場合に新たに発行される株式数を直近の発行済株式総数で除した数値で

あります。全て下限転換価額で権利行使された場合の潜在株式数の比率は 19.99％であり、全て上

限転換価額で権利行使された場合の潜在株式数の比率は 6.66％であります。 

 

（２）割当予定先の概要 

割当予定先の氏名または名称 野村證券株式会社 

割当新株予約権付社債(額面) 金 1,500,000,000 円 

払 込 金 額 金 1,500,000,000 円 

住 所 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 

代 表 者 の 氏 名 執行役社長 古賀 信行 

資 本 の 額 10,000,000,000 円 

事 業 の 内 容 証券業 

割当予定

先の内容 

大株主及び持株比率 野村ホールディングス株式会社 100％ 

出 資 関 係 
割当予定先が保有している当社の株式の数 ：49,000 株 
当社が保有している割当予定先の株式の数 ：   0 株 

取 引 関 係 等 主幹事証券会社 
当社との 

関 係 
人 的 関 係 等 なし 
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(注) 資本の額および出資関係は、平成１７年９月２０日現在のものであります。 

 

（３）その他 
割当予定先である野村證券株式会社との間で、本新株予約権付社債に譲渡制限を付すことを合意

する予定であります。 

また、野村證券株式会社は、本新株予約権付社債に付された新株予約権の権利行使の結果取得す

ることとなる株式の数量の範囲内で行う当該株式と同一銘柄の株式の売付け等以外の本買取案件

に関わる空売りを目的として、当該株式の借株を行わないことになっております。 

 

 

以 上 
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